


 根菜類については、さといもの栽培が主であり、平成３１年３月に東予地区の４ＪＡが

参加する「愛媛さといも広域選果場」が四国中央市に完成したことから、生産者の所得向

上に向けて作付けを推進する。また、だいこんについても生産量が多く作付けを推進して

いる。 

 花きについては、しきみ等の切花類の栽培が主であり、花木についてはサツキの栽培が

主である。産直市等への出荷も多いため、地産地消を推進するとともに、農家所得の向上

を図る。 

 果樹については、いちじく、かき等の栽培が主であるが、新植は少ない状況である。自

給的栽培も多く、作付面積の増加は見込めないものの、販売農家については需要動向に対

応した改植等を支援することにより、経営の改善を図る。 

  

（４）地力増進作物 

 近年注目が高まっている有機栽培、また高収益作物等は土づくりへの取組が重要であ

る。ソルゴー（ソルガム）、れんげ、デントコーン、エンバクにより転換に向けた土づく

りへの取組を進める。 
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